社会科　２学年　４２
	単 元の
目 標
	・様々な資料を活用して，中部地方の三つの地域の産業の特色と変化を読み取り，その地形や自然環境などにより異なる産業が発達したことを理解する。単元名「中部地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]　

・中部地方の三つの地域において，盛んな産業に違いがある理由や，それぞれの産業が発達した理由について多面的・多角的に考察する。
・産業の視点からみた中部地方の特色に関心を持ち，自然環境や人々の生活と関連させながら，主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「中部地方の自然環境」
◎日本の中央部に位置する中部地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのか理解する。
○地域を東海，中央高地，北陸に三つに分けて，気候の特色と地域の特色を関連付けて捉える。
	
	
	
	②地図や雨温図から地方の地形や気候の特色を適切に読み取り，地方の地形や気候の特色を理解させる。

	2
(2)
	「中京工業地帯の発展と名古屋大都市圏」
◎名古屋を中心とする地域では，どのようにして自動車などの輸送機械工業が盛んになったかを理解する。
○中京工業地帯や東海工業地域の特色を捉え，輸送機械工業が盛んな理由を考える。
	○
	
	
	②③地域の繊維工業の歴史を調べ，伊勢湾周辺の工業地図を読み取り，輸送機械工業が盛んになった背景について話し合わせる。


	3
(3)
	「東海で発達するさまざまな産業」
◎東海の産業は，自然環境や交通網などの条件を生かして，どのように発達してきのか自分の考えを持つ。
○都市向けの農業が発達した理由を考える。
	
	
	
	

	4
(4)
	「内陸にある中央高地の産業の移り変わり」
◎内陸で山間部の環境にある中央高地では，時代の変化とともに，どのような産業が発展したのか自分の考えを持つ。
○時代の変化とともに移り変わってきた中央高地の産業の実態を捉える。
	〇
	
	
	

	5（5）
	「雪を生かした北陸の産業」
◎雪が多い北陸では，どのような産業が発達してきたのだろうか。自分の考えを持つ。
○北陸で稲作や地場産業が盛んな理由を考える。
	
	○
	
	③「雪が多い」という気候の特色から考えられる産業について予想し，話し合わせる。
②地図や雨温図から，農業ができる時期を読み取らせる。
③「雪解け水」「農閑期」があることと稲作，地場産業の関連性から考えを持たせ，説明させる。

	6
（6）
	「節の学習を振り返ろう」
◎中部地方における産業の発展に，自然環境や交通網の整備はどのような影響を与えているのか自分の言葉で表現する。
○中部地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え
方を働かせて学習の成果を表現する
	
	○
	○
	③中部地方の地域的特色や地方の課題，これからの地方の在り方について，単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，説明させる。


単元名「中部地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]　

	単 元
の
目 標
	・欧米諸国における市民革命や産業革命を基に，欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへの進出したことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「欧米諸国における「近代化」」　学習指導要領の内容[C（１）アイ］

・工業化の進展と政治や社会の変化に着目して，近代化の進展により欧米諸国の政治や社会がどのように変化したかを考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・欧米における近代社会の成立について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「市民革命の始まり」
◎イギリスでの革命や，アメリカでの独立運動によって，政治の在り方はどのように変化したのかを理解する。
○イギリスでの革命や，アメリカの独立戦争によって成立した政治体制とはどのようなものか，資料などから読み取り，表にまとめる。
	
	
	
	

	2
(2)
	「人権思想からフランス革命へ」
◎フランス革命によって，政治や社会はどのように変化したのか理解する。
○社会の変化を啓蒙思想を示す資料や『人権宣言』などから読み取る。
	○
	
	
	②フランス革命前後の風刺画の比較や『人権宣言』の内容から，啓蒙思想や社会の様子の変化を読み取らせる。


	3
(3)
	「産業革命と資本主義の成立」
◎産業革命によって，社会はどのように変化し，また，どのような考　え方が生まれたのか自分の考えを持つ。
○産業革命によって，社会はどのように変化し，またどのような考え
方が生まれたのか，絵画資料などを基に読み取る。
	〇
	
	
	

	4
(4)
	「欧米諸国の近代国家建設」
◎アメリカ・ドイツ・ロシアでは，それぞれどのように近代国家の建設を進めたのか自分の考えを持つ。
○産業革命やフランス革命の影響を受けて，アメリカやドイツ，ロシアではどのような国づくりが行われたか，地図や絵画資料などを基に読み取る。
	
	○
	
	③アメリカ・ドイツ・ロシアが近代国家を目指した過程や国家建設の実情を比較し，国家の仕組みの違いやそれぞれ近代国家を建設する中で残された課題について気付かせる。

	5
(5)
	「世界進出を目指す欧米諸国」
◎欧米諸国は，なぜ世界各地に植民地を広げていったのか自分の言葉で表現する。
○欧米諸国は，どのようにして世界へ進出していったのか，イギリスとインドなどの関係を事例として，地図や資料から読み取ったり考えたりする。
	
	○
	○
	②産業革命の広がりと植民地の関連や，欧米諸国の世界進出を可能にした条件を確認させ，多面的・多角的に植民地拡大の理由を考えさせる。



単元名「欧米諸国における「近代化」」　学習指導要領の内容[C（１）アイ］

	単 元の
目 標
	・欧米諸国のアジア進出による中国の動き，日本の開国と貿易の開始による政治的，経済的，社会的な影響を理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「開国と幕府の終わり」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

・工業化の進展と政治や社会の変化に着目して，欧米諸国の市場や原料供給地を求めたアジアへの進出が，日本の政治や社会に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動きについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「日本を取り巻く世界情勢の変化」
◎「近代化」を進める欧米諸国の来航は，東アジアにどのような影響を与えたのか理解する。
○世界情勢の変化は，江戸時代の日本にどのような影響を与えたのか，外国船の来航と幕府の対応，アヘン戦争とその影響などを法令や地図などの資料を基に考える｡
	
	
	
	



	2
(2)
	「諸藩の改革と幕府の衰退」
◎飢きんや財政の悪化に対して，諸藩や幕府はどのような改革を行ったのか自分の考えを持つ。
○飢きんや財政の悪化に対して，諸藩や幕府は，どのような改革を行ったのか，資料などから読み取り，表などにまとめる。
	○
	
	
	②諸藩の改革と幕府の改革を図にまとめ，比較させる。（１人１台端末の活用）

	3
(3)
	「黒船来航の衝撃と開国」
◎ペリーらの来航は，日本にどのような影響を与えたのか自分の考えを持つ。
○ペリーらの来航により，日本ではどのような変化が起こったのか，資料などから読み取り，経緯をチャートにまとめる。
	
	○
	
	②条約の内容から，アメリカが日本に何を求めていたのかを読み取らせる。
③開国派武士，攘夷派武士，商人，庶民などさまざまな立場に立って，開国すべきかどうかについてロールプレーイングをさせる。

	4
(4)
	「江戸幕府の滅亡」
◎江戸幕府はどのようにして倒れていったのか自分の言葉で表現する。
○武士による政治は，どのように終わりを迎えたのか，戊辰戦争に至るまでの経緯を資料などから読み取り，チャートや年表にまとめる。
	
	○
	○
	②幕府の政治面，経済面，外交面など多面的に倒幕の原因をまとめさせる。


単元名「開国と幕府の終わり」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

	単 元
の
目 標
	・富国強兵・殖産興業政策，文明開化の風潮などを基に，明治維新によって近代国家の基礎が整えられて，人々の生活が大きく変化したことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「明治政府による「近代化」の始まり」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

・明治政府の諸改革の目的に着目して，諸改革が政治や文化や人々の生活に与えた影響を考察したり，明治維新について，近世の政治や社会との違いに着目して，近世から近代への転換のようすを考察したりするなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・明治維新と近代国家の形成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表　　　
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル　明治時代を眺めてみよう」
◎明治時代のある地方都市の様子を描いた想像図を見て，江戸時代と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取り，疑問があれば追究すべき課題を設定する。
○「次の場面を探してみよう！」の課題を基に，近代化政策によって生まれた大きな社会の変化に着目させ，追究課題を考える。
	
	
	
	②情報活用能力「活動スキルA7メモ」を意識させる。
②各班でJamboardに平安時代との違いや変化について気付いたことを付箋に打ち込んでいく（１人1台端末の利用）
③時代の特色を政治・経済・文化の側面から捉えられるようにする。

	2
(2)
	「新政府による改革」
◎この時期には，どのような政治の仕組みや社会の変化があったのか理解する。
○明治維新とは，どのような改革・変化だったのか，新政府がどのような国家を目指したのかを資料などを読み取りながら考える。
	○
	
	
	

	3
(3)
	「富国強兵を目指して」
◎日本を欧米諸国に劣らない強い国にするため，どのような政策が行われたのか自分の考えを持つ。
○日本を欧米諸国に劣らない強い国にするために，どのような政策が行われたのか，新政府が行った殖産興業政策，兵制・税制の改革を中心に資料などから読み取る。
	
	○
	
	

	4
(4)
	「文明開化と新政府の政策」
◎新政府が進めた新しい政策や欧米の文化を，人々はどのように受け止めたのかを自分の言葉で表現する。
○新しい政策や欧米の文化は，人々の生活にどのような影響を与えたのか，絵画資料などから読み取ったり考えたりする。
	
	○
	○
	②新しい政策や生活の変化を資料から読み取らせる。
③旧武士，商人，庶民，被差別地域など様々な立場から明治維新の影響を考え，説明させる。


単元名「明治政府による「近代化」の始まり」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

	単 元
の
目 標
	・自由民権運動，大日本帝国憲法の制定を基に，立憲制の国家が成立して議会政治が始まるとともに，日本の国際的な地位が向上したことを理解する。諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「近代国家の歩み」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

・議会政治や政治の展開に着目して，世界との関係や，現代の政治とのつながりを考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・議会政治の始まりについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「新たな外交と国境の画定」
◎新政府はどのような外交政策を進めていったのかを理解する。
○新政府は，どのような外交政策を進めたのか，欧米諸国とアジアに対する方針の違いにも着目しながら，地図や資料などから読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	

	2
(2)
	「沖縄・北海道と「近代化」の波単元名「近代国家の歩み」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

◎新政府は沖縄や北海道に対してどのような政策を進めていったのかを理解する。
○新政府は沖縄や北海道に対してどのような政策を進めていったのか，地図や資料などから読み取ったり考えたりする。　　　　　　　　
	
	
	
	

	3
(3)
	「自由と民権を求めて」
◎新政府の政策を批判していた人々は，どのような活動を行ったのか自分の考えを持つ。
○人々は意見を政治に反映させるために，どのような活動を展開した
のか，地図や地域史の資料などから読み取る。
	○
	
	
	

	4
(4)
	「帝国憲法の成果と課題」
◎大日本帝国憲法はどのような特色があり，その下でどのような国の仕組みが作られたのか自分の考えを持つ。
○大日本帝国憲法や帝国議会にはどのような特色があるのか，条文を読んだり選挙の様子を調べたりしながら，その特色を考える。
	
	○
	
	②大日本帝国憲法の内容から，国民の生活が江戸時代と比較してどのように変化したのか読み取らせる。
②大日本帝国憲法により，国民にもたらされた成果と課題点について１人１台端末の付箋機能を用いて，まとめさせる。

	5
(5)
	「多面的・多角的に考えてみよう」
◎1880年代までの世界情勢をふまえて，日本が他国とどのように付き合うべきかを考え，さまざまな主張に対する自分なりの意見を発表する。
○『三酔人経綸問答』に登場する三人の主張を「アジア寄りか欧米寄りか」「武力を放棄するか重視するか」という観点で整理した上で，それぞれの内容と主張の根拠を表にまとめる。三人の主張に対して，当時か現在かを明確にして，自分なりの批判を発表する。 
	
	○
	○
	②③１人１台端末の付箋機能を用いて，『三酔人経綸問答』の主張を整理させ，話し合わせた上で，自分なりの考えを持たせる。

	単 元
の
目 標
	・関東地方の地域的特色やそれと関連する事象とそこに生ずる課題について理解する。単元名「関東地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]

・関東地方における人口の集中が成立する条件を，地域の広がりや他地域との結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と関連付けて，多面的・多角的に考察し，表現する。
・地域の広がりや他地域との結び付き，人々の対応などに着目しながら，関東地方に暮らす人々の生活に監視を持ち，地域的特色や地域の課題を意欲的に追求する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	７時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「関東地方の自然環境」
◎関東地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのかを理解する。
○地図や景観写真，雨温図などを活用して関東地方を概観し，自然環境や人々の生活の基本的な特色を理解する。
	
	
	
	①地図帳の地図や雨温図から地方の地形や気候の特色を適切に読み取り，地方の地形や気候の特色を理解させる。
②地図アプリを用いて地形的特徴を捉えさせる。（１人１台端末の活用）

	2
(2)
	「多くの人々が集まる首都，東京」
◎首都であり，多くの人々が集まる東京には，どのような役割があるのかを理解する。
○様々な資料を活用して日本や世界における，東京の役割を考える。
	○
	
	
	

	3
(3)

	「東京大都市圏の過密問題とその対策」単元名「関東地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]

◎拡大する東京大都市圏では，どのような課題が生じてきたのか自分の考えを持つ。
○人口が集中することによって発展した産業の特色を考えるとともに，サービス業や商業が盛んな理由を，人口や交通網との関わりから考える。
	
	
	
	

	4
(4)
	「人口の集中と第３次産業の発展」
◎人口が集中する地域で発達する産業には，どのような特色があるのか自分の考えを持つ。
○人口が集中することによって発展した産業の特色を考える。
	
	
	
	

	5
(5)
	「臨海部から内陸部へ移りゆく工場」
◎京浜工業地帯や北関東工業地域の形成は，関東地方の人口の変化とどのように関係しているのか自分の考えを持つ。
○関東地方の工業の発展や移り変わりを，人口の特色に着目して考える。
	〇
	
	
	

	6
(6)
	「大都市周辺の農業と山間部の過疎問題」
◎東京大都市圏の周辺の農業地域や山間部は，人口の多い東京大都市圏と，どのように結び付いているのか自分の考えを持つ。
○大消費地と深く関連する関東地方の農業の特色や山間部での過疎問題について考える。
	
	○
	
	②写真資料と地図帳を活用して，地域を捉えさせる。また，地図アプリを活用して，場所を捉えさせてもよい。
②複数の資料から読み取り，関係性に気付かせる。
③グループで意見交換をさせ，自分の考えをさらに深めさせる。

	7
（7）
	「節の学習を振り返ろう」
◎関東地方における人口の集中は，人々の生活や産業にどのような影響を与えているのか自分の言葉で表現する。
○関東地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	②人口の変動について「RESAS」（地域経済分析システム）を活用して調べさせる。
③関東地方の地域的特色や地方の課題，これからの地方の在り方について，単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，説明させる。


単元名「関東地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]

	単 元
の
目 標
	・地図や写真・雨温図などから，東北地方の自然環境の特色や，伝統的な祭りや工芸品の特色を読み取り，東北地方の地域的特色について理解する。単元名「東北地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]

・東北地方の産業の発達を写真や地図・グラフなどを活用して捉え，人々の生活の変化と，それに伴う東北地方の産業の課題を多面的・多角的に考察する。
・東北地方を伝統的な祭りや工芸品，町なみの特色など生活・文化の視点から，関心を持って主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「東北地方の自然環境」
◎南北に長い東北地方では，地形や気候にどのような特色が見られるのかを理解する。
○東北地方を概観し，自然環境や人々の生活の特色を理解する。
	
	
	
	②地図や雨温図から地方の地形や気候の特色を適切に読み取り，地方の地形や気候の特色を理解させる。

	2
(2)
	「伝統行事と生活・文化の変化」
◎東北地方の伝統的な祭りや人々の生活は，どのように変化してきたのかを理解する。
○祭りをはじめとする東北地方の伝統文化を生かした観光業の発展とこれからを考える。
	○
	
	
	

	3
(3)

	「稲作と畑作に対する人々の工夫や努力」
◎東北地方の人々は，冷涼な気候の下で農業を発展させるために，どのような工夫や努力を行ってきたのか自分の考えを持つ。　
○冷夏などの厳しい自然環境を克服し発展させてきた東北地方の稲
作や畑作の努力について考える。
	
	
	
	

	4
(4)
	「果樹栽培と水産業における人々の工夫や努力」
◎東北地方で盛んに行われている果樹栽培や水産業には，どのような工夫や努力が見られるのか自分の考えを持つ。
○果樹栽培や漁業の発展がもたらした地域の人々の生活の変化について考える。
	
	
	
	

	5
(5)
	「工業の発展と人々の生活の変化」
◎東北地方の工業は，交通網の整備や人々の生活の変化とともに，どのように発展してきたのか自分の考えを持つ。
○工業の発達がもたらした人々の生活の変化について考える。
	〇
	○
	
	②P.264資料２「東北地方の主な工業と出荷額」の資料から，交通網と工業の関わりを読み取らせる。
②人口の変動について「RESAS」（地域経済分析システム）を活用して調べさせる。

	6
(6)
	「節の学習を振り返ろう」
◎東北地方における人々の生活や文化に，自然環境や交通網の整備はどのような影響を与えているのか自分の言葉で表現する。
○東北地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え
を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③東北地方の地域的特色や地方の課題，これからの地方の在り方について単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，説明させる。



単元名「東北地方」　学習指導要領の内容[C（３）アイ]


	[bookmark: _Hlk99264819]単 元
の
目 標
	・地図や雨温図，統計資料などから北海道地方の地域的特色に関する情報を読み取り，北海道地方について，自然環境に注目した視点から地域的特色を理解する。単元名「北海道地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]

・産業や開発の歴史に関する特色ある事柄に注目して，自然環境や外国との関わりなどと関連づけて多面的・多角的に考察する。
・自然環境に注目した視点から，自然環境・産業や都市の発展と変化などに関心を持ち，北海道地方の特色を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「北海道地方の自然環境」
◎北海道では，地形や気候にどのような特色が見られるか理解する。
○北海道地方を概観し，自然や人々の生活の特色を理解する。
	
	
	
	②地図や雨温図から地方の地形や気候の特色を適切に読み取り，地方の地形や気候の特色を理解させる。

	2
(2)
	「雪と共にある北海道の人々の生活」　
◎北海道の人々は，雪をどのように克服したり，利用したりしているのかを理解する。
○北海道の人々の雪と関わる取組や工夫を理解する。
	○
	
	
	

	3
(3)

	「厳しい自然環境を克服してきた稲作」
◎温暖な気候の下で行われる米作りが，寒冷な北海道で盛んに行われているのはなぜか，自分の考えを持つ。　
○厳しい寒さや農業に適さない土地という悪条件を乗り越えてきた
稲作の歴史を考える。
	
	
	
	

	4
(4)
	「自然の恵みを生かす畑作や酪農，漁業」
◎北海道で，畑作や酪農，漁業が盛んになったのはなぜか自分の考えを持つ。
○大規模に展開する北海道の畑作や酪農，漁業の特色を考える。
	
	
	
	

	5
(5)
	「北国の自然を生かした観光業」
◎北海道では，観光業をどのように発展させてきたのか，自分の考えを持つ。
○北海道の豊かで特色ある自然環境を生かして発達した観光業の特色を考える。
	〇
	○
	
	

	6
(6)
	「節の学習を振り返ろう」
◎北海道地方の自然環境は，人々の生活や産業にどのような影響を与えているのか，自分の言葉で表現する。
○北海道地方の基本的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③地方の地域的特色や地方の課題，これからの地方の在り方について，単元の学習の成果を生かして多面的・多角的に考察し，説明させる。


単元名「北海道地方」　学習指導要領の内容[Ｃ（３）アイ]

	単元
の
目標
	・条約改正，日清・日露戦争などを基に，日本の国際的な地位が向上したことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「帝国主義と日本」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

・外交や戦争の展開に着目して，世界との関係や現代の政治とのつながりを考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・国際社会との関わりについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「アジアの列強を目指して」
◎明治政府は条約改正に向けて，どのような取組を行ったのか理解する。
○帝国主義とはどのような動きや考え方か，長年の条約改正への努力のねらいとは何か，なぜ条約改正の一部が実現したのかについて，当時の国際関係などを踏まえながら，地図や資料から読み取る。
	
	
	
	

	2
(2)
	「 朝鮮をめぐる対立　日清戦争」
◎日本と中国との間でどのような対立があり，その結果はどのようになったのかを理解する。
○日本と中国との間でどのような対立があり，戦争の結果，日本と中国はそれぞれどのようになったのか，風刺絵の資料や地図などを活用しながらチャートでまとめる。
	○
	
	
	②P.192資料１の風刺絵から，各国の関係を読み取らせる。
②P.193資料４から，日清戦争後の清をめぐる列強進出の様子を読み取らせ，三国干渉について理解させる。
③P.193資料６から，日清戦争後の日本の方針を予想し，説明させる。
	　

	3
(3)

	「世界が注目した日露戦争」
◎日本とロシアとの間でどのような対立があり，その結果はどのようになったのか自分の考えを持つ。
○日本とロシアとの間でどのような対立があり，その結果はどうなったのか，風刺絵の資料や地図などを活用しながら関係図でまとめる。
	〇
	○
	
	②日露戦争の背景となった日英同盟について，P.193資料４を活用して，地理的な関係から理解させる。
③日露戦争後の日本と外国の関係と日本国内の様子を関係図にまとめさせる。

	4
(4)
	「塗り替えられたアジアの地図」
◎日清・日露戦争の後，朝鮮・中国ではどのような変化が見られたのか自分の言葉で表現する。
○日清・日露戦争後のアジアの人々の意識の変化，韓国や満洲における日本の政策，中華民国の成立の経緯について，資料などから読み取る。
	
	○
	○
	②P.196資料１～３から日本と韓国の関係を読み取らせる。
②P.197資料４や「日本と中国をつないだ人々」から，アジアと日本の関係を多面的に読み取らせる。



単元名「帝国主義と日本」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

	単元
の
目標
	・日本の産業革命とこの時期の国民生活の変化，学問・教育・科学・芸術の発展などを基に，日本で近代産業が発達し，近代文化が形成されたことを理解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「アジアの強国の光と影」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

・近代化がもたらした文化への影響に着目して，産業の発展が国民生活や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・近代産業の発達と近代文化の形成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「近代日本を支えた糸と鉄」
◎日本の軽工業や重工業は，どのように発展していったか理解する。
○日本の軽工業や重工業はどのように発展していったのか，地図やグラフなどの資料から読み取る。
	
	
	
	

	2
(2)
	「変わる都市と農村」
◎工業化の進展は，人々の生活にどのような影響を与えたのか自分の考えを持つ。
○工業化が進む中で，農村や都市での人々の生活はどのように変化したのか，資料などから読み取り，その理由を考える。
	　○
	
	
	②P.202資料５の風刺画から，工業化による人々の生活の様子を予想させる。
②P.202資料３資料４を通して，都市と農村の様子を読み取らせ，地理的分野で学んだ移民の背景を理解させる。
	　

	3
(3)

	「 欧米の影響を受けた近代文化」
◎明治時代には，どのような特色を持った文化が展開したのか自分の考えを持つ。
○明治時代になって，人々の生活や文化はどのように変化したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
	
	　○
	
	②③P.206資料16資料17を通して，学校教育の様子を読み取り，新政府の考えや高等学校教育の発展への影響についてグループで話し合わせる。

	4
(4)
	「章の学習を振り返ろう」
◎「近代化」による，政治や社会の大きな変化とは何か自分の言葉で表現する。
○日本の「近代化」を①経済や産業②政治や制度③文化や生活④国際社会という４つの観点ごとに評価し，最も重視したい観点を選んでその理由を説明する。近代前半とはどのような時代か，自分の言葉で表現したり，意見交換を行ったりする。

	
	　○
	　○
	③１人１台端末の付箋機能を活用して，「近代化」について観点ごとに評価し，グループで話し合わせる。


単元名「アジアの強国の光と影」　学習指導要領の内容[Ｃ（１）アイ]

	単元
の
目標
	・地域の実態や課題解決のための取組を理解している。単元名「地域の在り方」　学習指導要領の内容[Ｃ（４）アイ]

・地域的な課題の解決に向けて考察，構想したことを適切に説明，議論しまとめる手法について理解する。
・地域の在り方を，地域の結び付きや地域の変容，持続可能性などに着目し，そこで見られる地理的な課題について多面的・多角的に考察，構想し，表現する。
・地域の在り方について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「課題を把握しよう」
◎地域が抱えている課題は何だろうか。その課題を発見し，追究するテーマを設定する。
○持続可能な地域の在り方を構想するために，地域の地理的な課題を把握し，その解決に向けた追究の問い（テーマ）を設定する。
	
	
	
	②１人１台端末を活用して，調べたい地域の課題等の情報を集めさせる。

	2
(2)
	「地域を捉えよう」
◎地域の実態を把握するためには，どのような手順で進めると良いのか理解する。
○追究のテーマに基づいた調査計画を立てるとともに，諸資料から地域の実態を把握する。
	　○

	
	
	②③１人１台端末を活用して，テーマや調査計画をグループで情報を共有させ，役割分担を行わせる。
	　

	3
(3)

	「課題の要因を考察しよう」
◎地域が抱える課題の要因を考察するには，どのようなことに着目すると良いのか自分の考えを持つ。
○調査結果を分析したり，他地域の状況と比較したりすることを通して，地域の課題の要因を考察する。
	
	
	
	

	4
(4)
	「課題の解決に向けて構想しよう」
◎課題の解決に向けて構想するには，どのような点に気を付けると良いのか自分の考えを持つ。
○地域の課題を解決するために必要な取組を考え，より良い地域
の在り方を主体的に考察・構想したり，議論したりする。
	
	　○
	
	②③１人１台端末で情報を共有し，課題の解決に向けての構想を同じテーマを扱うグループや異なるテーマを扱う人と情報交換を通して，多面的な視点で解決策を改めて考えさせる。

	5
(5)
	「課題の成果を発信しよう」
◎構想した成果を分かりやすく伝えるためには，どのようにすると良いのかを自分の言葉で表現する。
○構想の成果を分かりやすく説得力ある伝え方でまとめ，発表会や提言などの形で発信する。

	
	○
	○
	②③１人１台端末で，分かりやすく説得力のある発表資料を作成し，発表させる。
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